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１　活動名　　つたえよう　ききあおう

２　活動について

　本活動「つたえよう　ききあおう」は，日頃子どもたちとは「つたえる」と呼んで行っている。この「つ

たえる」は，ベンチや牛乳パック椅子を教室の中央に丸く並べて座り，生活の中で見つけたことや感じ

たこと，興味をもったことなどを語り合い，聴き合う活動である。朝，登校してきた子どもたちが誰と

もなく，教室の隅に片付けてあるベンチや椅子を出してきてサークルを作り，下校前の掃除の時間に片

付けている。その間，ベンチは教室の中央に常に置かれているので，それを生かして生活の様々な場面

で，サークルになって対話を行っている。朝の健康観察に始まり，１日の時間割を決める，この「つた

える」の活動，プロジェクトについて話し合う時，「えらぶ」と呼ばれる個別の学習で取り組んだこと

を発表し合う時，クラスに困った問題が起きたときに話し合う時など，様々な場面でサークルに集まっ

ている。教科の学習でも，音読を聴き合う，話し合いをするなどもベンチに集まって話すこともある。

　この「つたえる」は，拙いながらも子どもたちが司会をするなど，子どもたちの手で行っている。失

敗を繰り返しながらも，子どもたちが真に主体的に活動ができるよう，私は見守り，困ったときにアド

バイスができるよう心がけている。上述した他の場面でも，時には教師が主導することもあるが，その

ようなときでも子どもたちが主体的に参加できる場にしたいと心がけている。そうした活動の中心とな

るのが，この「つたえる」である。この「つたえる」で大切にしたいことは，次の２つである。

　一つは，子どもたちが何でも話して大丈夫だと感じ，聴き手も分からないことを何でも質問すること

ができることである。子どもたちが「間違っているかも知れない」と思いながら，発表や質問を躊躇し

ないようにすることが重要である。そのためにも，教師が発表の順番を決めるのではなく，子どもが発

表したいと思うタイミングでやってよいことにすることもまた，大事である。

　もう一つは，聴き手を育てることである。これは，単なる姿勢の良さではなく，話し手の伝えたいこ

とを受けとめようという姿勢を育てていくことである。そのために，発表後に質問の時間を設け，分か

らないことやもっと知りたいことを質問することを大切にしている。質問を通して，話し手は「これも

話しておけば良かった」と感じ，「ここも伝えないと分からないんだ」という聴き手との距離感を知る

ことになる。聴き手は，質問の仕方を知り，話し手としての伝え方を知ることにもつながる。

　発表後には「ふりかえり」を行っている。全員の発表が終わった後，一人ひとりの発表でどのような

話や質問がされたかをふり返ることを通して，話し手は自分の話がどれくらい伝わっているかを知り，

聴き手は聴いたことを話すことを通して，聴くことの大切さを知り，話の内容を思い出す場にもなって

いる。その後，発表から子どもたちが良いと思うものを１つ選び，それを子どもたちとともに文章にま

とめる活動が共同推敲である。共同推敲された作品は，その後音読の学習材にもしている。「自分が話

したことが文になる」ことは，子どもたちにとって書き表すことの大きな動機づけとなっている。

３　学習指導計画（帯単元　３学期２０時間／１４時間目）　※毎時間のおおよその流れ

◯発表と質疑などを含め１人５分の持ち時間で，６人発表する（本時は時間の都合上４人の予定）。

◯サークル対話で発表された話題を一つひとつふり返る。

◯サークル対話の話題で，良かったと思うものを１つ選ぶ（複数投票してよい）。

（※次時に行う）選んだ発表を板書して共同推敲し，できあがった文章はノートに視写する。

４　本時の学習について

（１）本時のねらい

◯話し手は，聴き手のことを考え，「つたえる」意識をもって発表する。

◯聴き手は，発表する子の伝えたいことを分かろうとしながら聴く。

（２）予想される本時の展開

第２学年「みがく」学習活動案 授業者　本田　祐吾

２月２０日（木）２階Ｄ室　１０：００～１０：４０　話し合い１０：５５～１１：４５

主な学習活動と子どもの姿 留　意　点

１　サークル対話で発表を聴
きあう

２　発表を振り返る
３　発表から題材を１つ選ぶ
(4　選ばれた題材を共同推敲

する )

◯発表者の伝えたいことは何かに気をつけながら聴く。
◯発表者の伝えたいことをより理解するための質問をする。
◯発表者に共感したり，関連した経験をもとにつなげて考えたりする。
◯発表を１つふり返り，どのような内容だったかを思い出す。
◯子どもたちが良いと思うものを複数投票し，共同推敲する題材を選ぶ。
※次時（翌日２１日に続く：詳しくはＰ１１７参照）
　発表者の表したいことに寄り添うことを大切にして推敲する。

□授業後の話し合いで話題にしたいこと

◯子どもたちの発表などの対話には，どのような学びが起きているか。




